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日本節足動物発生学会 会則 

 
第１章  総 則 
 第１条（名称） 
  本会を日本節足動物発生学会 The Arthropodan Embryological Society of Japan と称する。 
 第２条（所在地） 
  本会の事務局を下記の場所に置く。 
  (１)事務局は会計幹事（第４章 第８条（２））の所在地と同一の場所とする。なお、本会の所在地は会計

幹事の所在地と同一の場所とする。 
  （２）神奈川県相模原市南区北里１番地１５－１ 北里大学一般教育部生物学単位（増本三香会計幹事） 
  ２．会計幹事の変更、あるいは会計幹事の所在地の変更が生じた場合には、役員会（第６章 第１５条）の

議を経て前項第（２）を改訂できるものとする。 
 
第２章  目的および事業 
 第３条（目的） 
  本会は節足動物を研究対象とする発生学ならびにその周辺分野の学問を発展させることをその目的とする。 
 第４条（事業） 
  本会は前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 
  （１）大会の開催 
  （２）会員の研究を援助するための諸活動 
  （３）学術雑誌およびその他の出版物の刊行 
  （４）その他、本会の目的遂行にあたって必要と認められること 
 
第３章  会 員 
 第５条（会員の種別および資格） 
    本会の会員は正会員、名誉会員および特別会員とする。 
  （１）正会員  本会の趣旨に賛同し、会費を納入する個人を正会員という 
  （２）名誉会員 本会の発展または節足動物発生学の分野において著しい功績があって本会の趣旨に賛同す

る個人、ならびに節足動物発生学の分野において多大な功績をあげ長年に亙って会員として本会の発
展に貢献した７５歳以上の正会員で、役員会の議を経て会長が推薦し、総会で承認を得たものを名誉
会員とする 

  （３）特別会員 外国人であって節足動物発生学の分野において著しい功績があった個人で、役員会の議を
経て会長が推薦し、総会で承認を得たものを特別会員とする 

 第６条（会員の権利および義務） 
  正会員は、大会に出席し講演を行うことができ、総会における議決権、役員選挙権ならびに被選挙権を持つ

ものとする。また、別に定める会費を納入しなければならない。 
    ２．名誉会員は、大会に出席し講演を行うことができる。会費納入の義務を負わない。 
  ３．特別会員は会費納入の義務を負わない。 
    ４．会員は本会刊行の学術雑誌の無料配布を受けることができる。 
 第７条（退会および除名） 
  会員は、退会にあたっては、会長に届け出るものとする。 
  ２．正会員が会費を一年以上にわたって滞納した場合、役員会の議を経て会長がこれを除名することができ

る。 
 
第４章  役 員 
 第８条（種別） 
  本会には次の役員を置く。 
  （１）会長   １名 
  （２）幹事   若干名（庶務幹事、会計幹事、編集幹事） 
  （３）会計監査 １名 
 第９条（職務） 
  会長は本会を代表する。 
  ２．庶務幹事は本会の庶務に関する事務を担当する。 
  ３．会計幹事は本会の会計に関する事務を担当する。 
  ４．編集幹事は本会の学術雑誌刊行に関する事務を担当する。 
  ５．会計監査は本会の決算報告の監査にあたる。 
 第１０条（役員の選出） 
  会長は正会員の互選による。 



  ２．幹事および会計監査は正会員中から会長が委嘱する。 
 第１１条（役員の任期および兼任） 
  役員の任期は２年（選出された総会から新役員が選出される次々回総会まで）とし、再任を妨げない。 
  ２．会計監査を除く役員を二つ以上兼任することができる。 
 
第５章  編集委員会 
  第１２条 
  細則に定める学術雑誌の編集、刊行の業務を行うために、編集委員会を置く。 
  第１３条（構成） 
  編集委員会は編集委員長、編集委員、編集幹事および編集補佐からなる。 
  （１）編集委員長は編集委員会を主宰し、会長が兼任する 
  （２）編集委員および編集補佐は委員長が正会員中から委嘱する 
 
第６章  会 議 
 第１４条（総会） 
  本会の議決機関として総会を置く。 
  ２．総会はすべての正会員をその構成員とし、出席した会員のみが議決権を持つ。なお、総会の決定は単純

多数による。 
  ３．総会は年１回、大会に際して開催される。 
  ４．総会の議長は役員会で推薦し、総会でこれを承認することにより選出される。 
 第１５条（役員会） 
  役員会は会計監査を除く役員をもって構成され、本会の運営にあたる。 
  ２．役員会は次の事項を総会に提出して、その承認を求めなければならない。 
   （１）事業計画 
  （２）会計報告 
  （３）その他、役員会において必要と認めたこと。 
  ３．役員会は会長が招集する。なお、役員会の議長は会長がその任にあたる。 
  ４．会計監査は役員会に出席して意見を述べることができる。 
 
第７章  会 計 
 第１６条 
  本会の事業遂行にあたって必要な経費は会費およびその他の収入による。 
 第１７条（会費） 
  細則に定める会費１年分を前納するものとし、分納を認めない。また、いったん納入された会費は返還しな

い。 
 第１８条（会計年度） 
  本会の会計年度は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 
 
第８章  表 彰 
 第１９条（学会賞） 
  本会の発展を目指し、節足動物発生学における研究で特筆すべき成果をあげた会員を表彰する目的で、日本

節足動物発生学会賞「丘英通賞」を別に定める要項により設ける。 
 第２０条（奨励賞） 
  節足動物発生学における研究で将来の進歩、発展が期待される主として若手の会員を表彰する目的で、日本

節足動物発生学会奨励賞「安藤裕賞」を別に定める要項により設ける。 
 
第９章  会則の変更 
 第２１条 
  本会の会則変更は総会の承認を必要とする。 
 
 
 
 
 


